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内

装

改

修
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事

塗

装

改

修

工

事

日平均気温が25度を超える期間（打設日）地　　域

暑中における構造強度補正値（Ｓ）※

北　部　地　域

中　部　地　域

南　部　地　域 ７月 １ 日～９月１０日

７月２１日～８月３１日

７月１１日～８月３１日

補 正 値

暑中コンクリート

(8.10.2)

8

※ ６Ｎ/mm2

○ ３Ｎ/mm2

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ車の

過積載防止対策等 提出するとともに、検査時に提示しなければならない。また、ミキサー車１台毎の

積載量が把握できる集計表を検査時に提出しなければならない。

受注者は、出荷伝票等を整理・保管し、監督職員の請求があった場合は、遅滞なく

接着系アンカー○

径

1 あと施工アンカー

(8.2.4)

○ 金属系アンカー

径

セット方式

接合筋

種類

アンカー筋

※

種類

径

※

※

せん断耐力

○

長さ

せん断耐力

○

引張耐力

引張耐力

改修標仕表8.2.1の異形棒鋼

新設壁内への定着長さ

埋め込み配管等の探査

範囲 ※ あと施工アンカー施工部分全て ○

※方法

墨出しを行う。

鉄筋探知機(金属探知機)により探査し、鉄筋、配管類の位置に

○

2 あと施工アンカー

の試験

性能確認試験

施工確認試験

※

※

○

行わない

行う

行わない

（ 引張試験機による引張試験

○ 行う

）

耐

震

補

強

工

事

（

あ

と

施

工

ア

ン

カ

ー

工

事

）
(8.2.4) 確認強度

本体打込み式改良型

カプセル型回転・打撃式

図示による

図示による

塗

装

改

修

工

事

(8.12.2) 埋込み長さ

埋込み長さ

(8.12.5)

9 寒中コンクリート ※予想平均気温が表8.2.4に示す予想平均気温未満の場合には標仕第６章第１１節

（寒中コンクリート）による。

適用箇所

セメントの種類

スランプ

設計基準強度無筋コンクリート10

11

(8.11.1)

(8.11.2)

樹脂さび止め

4 構造体用モルタル

(8.2.6)

モルタル圧縮強度

フロー値

合板の材種

厚さ（㎜）

※

※ ○１２

型枠（せき板） 合板の規格 ※ 「合板の日本農林規格」の「ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板の規格」による合板

○

広葉樹合板、針葉樹合板又はこれらの複合合板 ○

(8.1.4)

(8.2.7)

(8.7.8)

打放し仕上げのせき板

※

○

合板せき板を用いる場合

○

○

○

合板せき板を用いない場合

せき板の種別

種 　別

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

板　面　の　品　質

○

○

○

(表8.1.3)

※8.2.7(b)(1)

※8.2.7(b)(2)

※8.2.7(b)(2)

施　　　工　　　箇　　　所

スリーブの材種 (表8.2.6)

外部に面する打放し仕上げの打増し厚さ

シアコネクターとセパレーターの兼用

※

○ 可

○

○ 不可

図示による ２０mm

コンクリートの

試験 (8.8.2)

※ フレッシュコンクリートの試験  6

○ 省略する

～(8.8.5)

軽量コンクリート ○ 不可○ 可

種別 ○ １種 ○ ２種

常時土又は水に直接接する部分の使用

(8.9.1)

7

t/m3

施工箇所

気乾単位容積質量

1 鉄骨の製作工場

(8.1.5) ※

○ 監督職員の承諾する工場

認可を受けた(株)日本鉄骨評価センター又は(株)全国鉄骨評価機構

受けた工場もしくは同等以上の能力のある工場

建築基準法第７７条の５６第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として

(旧(社)全国鐵構工業協会）の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める

｢（ ○Ｓ  ○Ｈ  ○Ｍ  ○Ｒ  ○Ｊ　）グレード｣として、国土交通大臣から認定を

適用しない適用する ○※施工管理技術者2

(8.1.5)

種類の記号

SS400 JIS G 3101

JIS G 3106

JIS G 3136

規格等使  用  箇  所3 鋼材の種別

SN400A

SM400A

(8.2.8)

※ 図示による

　

耐

震

補

強

工

事

（

鉄

骨

工

事

）

高力ボルト ボルトの種別 トルシア形高力ボルト（建築基準法の認定品）

○ ＪＩＳ形高力ボルト (JIS B 1186)

○ボルト径

すべり係数試験 ※ 行わない

(8.2.9)

○ 行う 試験方法等 図示による○

4

高力ボルト

セットの種類 ○１種(F8T)5 溶融亜鉛めっき

(8.2.9) 摩擦面の処理

○ ブラスト処理（表面粗度５０μｍRz以上）

○ リン酸塩処理

○ 図示による（　　　　　） ○

すべり耐力等の確認方法

試験方法等

○

○ 図示による

(8.14.2)

(8.14.7)

(8.20.4)

ボルト径

○

○

ブラスト処理以外の特別な処理方法○

7

6 7

8 

4 

8 

3 

8

2

-
-

-

5

一液形変性エポキシ

タイル張り

(6.16.2)

伸縮調整目地等

○※ 図示による

施工後の確認及試験

浮きの確認

接着力の試験

※

※

全面打診による確認を行う

○ 行わない

工法

その他

タイルの種類

ﾀｲﾙの種類 寸法(mm)
生 地 釉 薬

○ 磁器 ○ 無釉

○ 陶器 ○ 施釉

○ せっ器

○ 磁器 ○ 無釉

○ 陶器 ○ 施釉

○ せっ器

○ 磁器 ○ 無釉

○ 陶器 ○ 施釉

○ せっ器

施工箇所・　形状・　
耐凍害性

○ 有り

○ 無し

○ 有り

○ 無し

○ 有り

○ 無し

役 物 色

○ 有り ※ 標準

○ 無し ○ 特注

○ 有り ※ 標準

○ 無し ○ 特注

○ 有り ※ 標準

○ 無し ○ 特注

タイルの見本焼き 行わない ○ 行う

行う○行わないタイルの試験張り

セルフレベリング

材塗り(6.17.2)

種類及び品質は表6.17.1による※

○ ○ セメント系

10厚さ（㎜）

せっこう系

15○

床面

壁面

※ 縦・横とも４m以内ごと ○

○ ○

接着力試験機による引張接着強度の測定を行う

ＯＳ ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り

耐候性塗料塗り

つや有合成樹脂

ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

ﾌﾀﾙ酸樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り

ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗り

ｱｸﾘﾙ樹脂系

非水分散型塗料塗り

ＣＬ

ＦＥ

ＮＡＤ

ＤＰ

ＥＰ

ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

模様塗料塗り

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

ＵＣ

※○ Ａ種 Ｂ種 ○ Ｃ種

○※ Ａ種 Ｂ種 ○ Ｃ種

塗替え

新規

Ｂ種※Ａ種○

○ Ａ種 ※ Ｂ種 ○ Ｃ種

Ｃ種○Ｂ種※Ａ種○

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木部

※ ○ Ｃ種Ｂ種Ａ種○

○ Ａ種 ○ Ｃ種※ Ｂ種

しみ止めｼｰﾗｰ（B種及びC種の場合）※

○しみ止め

Ｂ種※○ Ａ種

Ｂ種※Ａ種○

ﾎﾞｰﾄﾞ面,

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面及び

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び

ｺﾝｸﾘｰﾄ面,ﾌﾟﾗｽﾀｰ面,

ﾓﾙﾀﾙ面,

○ Ａ種 ※ Ｂ種 ○ Ｃ種

Ｃ種Ｂ種 ○Ａ種○ ○

○ Ｃ種Ｂ種○Ａ種○

○○

○○○

○

表7.6.2

表7.6.1

合成樹脂

ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

鉄鋼面 ※ ○○ Ａ種 Ｂ種 Ｃ種

鋼製建具

塗替え

・新規

○Ｂ種Ａ種 Ｃ種○ ※

○Ｂ種Ａ種※ ○ Ｃ種亜鉛めっき面

その他塗替え

しみ止め

しみ止めｼｰﾗｰ※

○

(B種及びC種の場合)

木部

記　号

工程の種別

ＳＯＰ

(表7.4.1)～(表7.14.1)

合成樹脂調合

ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

名　　　　　称

新規外部 Ｃ種○Ｂ種Ａ種※ ○

○Ｂ種Ａ種 Ｃ種○ ※新規内部

塗替え Ｂ種Ａ種○ ※

工程4は行わない)

(外部の場合工程2,

○ Ｃ種

 (7.4.2)

塗装工程

ＷＰ ※

せっこう

種　　　　　　別

ＬＥ ﾗｯｶｰｴﾅﾒﾙ塗り ○Ａ種　※Ｂ種

表7.14.1

～(7.15.2)

ＥＰ-Ｇ

ＥＰ-Ｔ

A-1種 B-1種 C-1種

C-2種B-2種A-2種

(8.1.4)

(8.1.3)強度

コンクリートの1

耐

震

補

強

工

事

（

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

）

Ⅱ類○Ⅰ類※

○２１※上部

○２１※基礎構造体

備　　　　　　考(cm)スランプ(N/㎜２）Ｆc打　設　部　位

普通コンクリート○

○２１※

備　　　　　　考(cm)スランプ(N/㎜２）Ｆc打　設　部　位

軽量コンクリート○

○Ａ（無害）※アルカリシリカ反応性による区分

混和材料

再生骨材H○

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ○銅ｽﾗｸﾞ○

電気炉酸化ｽﾗｸﾞ○高炉ｽﾗｸﾞ○※砂(JIS A5308),砕砂(JIS A5005)細骨材

再生骨材H○

粗骨材 高炉ｽﾗｸﾞ○※砂利(JIS A5308),砕石(JIS A5005) 電気炉酸化ｽﾗｸﾞ○

｛Ｆｃ ＋構造体強度補正値(S)｝N/㎜２ 

）

）

フライアッシュセメントのＢ種（施工箇所

シリカセメント

○

○

骨材

普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

高炉セメントのＢ種（施工箇所○

※

(標仕6.14.1によるもの及び土間コンクリートは構造体強度補正は行わない）

構造体コンクリートの発注強度は以下のとおりとする。※

(8.2.5)

普通ｺﾝｸﾘｰﾄの材料2

期　　　間　　　（打　設　日）

※

予想平均気温

普通

南部地域（京都市(一部を除く)、旧八木町、旧園部町以南の市町村）

北部地域（宮津市、旧加悦町以北の市町）

早強

　(℃)

３

N/㎜２

６

N/㎜２

補正値

 11/16～ 3/5

南部地域

 11/ 6～ 3/10

中部地域

 11/ 1～ 3/10

北部地域

中部地域（上記以外の市町、旧美山町及び旧京北町を含む）

構造体強度補正値 気温による構造体強度補正値（Ｓ）

  3/6 ～  6/31

  9/11～ 11/15

  3/11～  7/20 

  9/1 ～ 11/5 

  3/11～  7/10

  9/1 ～ 10/31

コンクリートの類別

(8.2.5)

(表8.2.4)3

(Ｓ）

 8以上

 8未満

 5以上

 5未満

 0以上  0以上

混和材

混和剤

※

AE剤、AE減水剤又は高性能AE減水剤のⅠ種(JIS A6204)※

○ コンクリート用膨張材(JIS A 6202)

コンクリート用高炉スラグ微粉末(JIS A 6206)○

コンクリート用シリカフューム(JIS A 6207)○

フライアッシュ(JIS A6201)Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種

防錆剤 鉄筋コンクリート用防錆剤(JIS A 6025)※

～(6.16.4)

耐滑り性

○

○

塗装材料

(7.1.3)

塗料のホルムアルデヒド等の放散量 ※ F☆☆☆☆ ○

○

○

ＲＡ種

ＲＡ種

○

※

ＲＢ種

ＲＢ種

ひび割れ部の補修ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び

下地調整

(7.2.2) 木部

モルタル及び

　素　　地

○

○

○

○

○

○

○

○

ＲＡ種

ＲＣ種

ＲＡ種

ＲＣ種

ＲＡ種

ＲＣ種

ＲＡ種

ＲＡ種

種　　別

※

※

※

※

※

ＲＢ種

ＲＢ種

ＲＢ種

ＲＢ種

ＲＢ種

ひび割れ部の補修

ひび割れ部の補修

備　　　考

(表7.2.1)～(表7.2.7)

鉄鋼面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び

押出成形ｾﾒﾝﾄ面

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面

○

○

ＲＣ種

ＲＣ種

○ 適用する ○ 適用しない

プラスター面

ＡＬＣパネル面

○

○

ＲＣ種

ＲＣ種

○

○

適用する

適用する

○

○

適用しない

適用しない

せっこうボード及び

亜鉛めっき鋼面

～(7.2.7)

Ａ種

Ｂ種

種別

Ａ種

(表7.3.1)～(表7.3.4)

塗面

錆止め塗料の種別錆止め塗料塗り

鋼

鉄

面

(7.3.2)

(7.3.3)

塗料種類

－

新規鉄鋼面

見え掛り部分

○ ※

○※○

見え隠れ部分

※ ○ ○

－

２種 塗替え

塗装工程種別 備考

EP-G塗

１種

○

Ｃ種 － EP-G塗

Ｂ種 －

亜
鉛
め
っ
き
鋼
面

※

屋外 屋内

※

○－

○－

○－

○○

水系さび止め

鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止め

規格名称

鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止め

水系さび止め

A種 ○B種 C種

○A種 ○B種 ※C種

塗替え

鋼製建具

※ ○

○A種 ○B種 ○C種

※ ※

18

(8.9.2)

○

○

○図示による（　　　　　　　　　）

※標準仕様書6.14.1(e)による箇所

○フライアッシュセメントB種

○高炉セメントB種

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種

※15cm又は18cm ○

※18N/mm2 ○

変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾌﾟﾗｲﾏｰ

A種 B種 C種

C種B種A種

A種 B種 C種

水密を要する地中部分等

水密を要しない地中部分等

上記以外の円形スリーブ

適　　用　　箇　　所

※

※

※

○

つば付き鋼管

つば幅50㎜以上の鋼板を溶接したもの）

溶融亜鉛めっき鋼板

以上、径200 ㎜を超え350 ㎜以下は厚0.6 ㎜以上）

材　　　種　　（　規　格　そ　の　他　）

（径200 ㎜以下は厚0.4 ㎜

硬質ポリ塩化ビニル管（JIS K6741 のＶＵ）

（JIS G3452 の黒管に厚さ6 ㎜以上、

○

17

8

2

-

②

①

③

④

木材保護塗料塗り Ｂ種Ａ種○

●

○

径　（㎜）

Ｄ１９以上

Ｄ１６以下

○

○

部　　　　　位 接　　合　　方　　法

※

○

重ね継手の長さ

別図表による

8.3.4(ｃ)による

改修標仕

○

○ 重ね継手

※ 重ね継手

○ 機械式継手

1

2

3

鉄筋の種類

溶接金網

鉄筋の継手

(8.2.1)

(8.2.2)

(8.3.4)

網目の形状、寸法

異形鉄筋 ※

※

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

種類の記号

Ｄ１６以下

Ｄ１９以上

鉄線の径（㎜）

径（㎜） 備　　　　　　考

(表8.2.1)

(8.4.2)

○

※ SD295AはＦｃ:21以上の場合、壁筋及びスラブ筋に適用する

※

○

工法

品質確認方法、修正方法等 ○

○ 種類 ○ ○機械式継手

※ 構造図による

※ 構造図による

4 柱の帯筋 (8.3.4) ○ Ｈ型 ※ W-Ⅰ型 ○ W-Ⅱ型 ○ 図示

5 鉄筋のかぶり厚さ

耐

震

補

強

工

事　

（

鉄

筋

工

事

）

○ 機械式継手

○ 溶接継手

○ 溶接継手

○ 種類

品質確認方法、修正方法等

工法溶接継手

(8.4.3)

○

○

○

○ 柱に取付る梁の引張り鉄筋の定着長さ

鉄筋継手位置 表8.3.3による

表8.3.4による

ｶﾞｽ圧接継手

ｶﾞｽ圧接継手

及び間隔 (8.3.5)

6

(8.3.7)

壁の配筋及び補強 ※ 構造特記による

圧接完了後の

試験

試験方法7

(8.3.8) ※ 超音波探傷試験 ○ 引張試験

施　工　箇　所　等 最 小 か ぶ り 厚 さ（㎜）

○機械式継手及び溶接継手のあき

塩害の受けるおそれのある部分等、耐久上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下表による。○

軽量コンクリートで土に接する部分の鉄筋のかぶり厚さは下表による。○

8

1

-

ｱｸﾘﾙｴﾏﾙｼﾞｮﾝ塗料 水性反応硬化型シリコン変性

塗り（断熱ﾀｲﾌﾟ） ローラー工法


